
星空ガイド ７月１６日～８月１５日

※惑星は２０２０年８月１日の位置です。

よいの星空
７月１６日２２時頃

８月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
７月１６日 ４時頃

８月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

７ １６ ４：５６ １９：１１ １：０５ １５：０４ ２４.８

２１ ５：００ １９：０８ ５：０７ １９：４６ ０.４

２６ ５：０３ １９：０５ １０：４６ ２２：５２ ５.４

８ １ ５：０７ １９：００ １７：２０ ２：１８ １１.４

６ ５：１１ １８：５５ ２０：４５ ７：１６ １６.４

１１ ５：１５ １８：５０ ２３：０４ １１：５５ ２１.４

１５ ５：１８ １８：４６ ０：５９ １５：４８ ２５.４
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この夏、木星と土星を見よう！

木星は７/１４、土星は７/２１に衝を

迎え、この夏から年末にかけて長く楽し

むことができます。今年は２つとも、いて

座の領域に位置しており、ずいぶん近く

でならんで光っています。

今の時期の木星の明るさは、何とマ

イナス２.７等級！とても明るいので、夜

９時頃、南の空で一番目立っていま

す。近くに光る土星は０等級で、どちらも

少し黄色がかった色をしています。少しはなれたところには、さそり座の１等星アンタレ

スが赤く輝いていますので、ぜひ色味の違いも合わせて、ご覧ください。

なお、木星は望遠鏡で見ると、表面の茶色っぽい

しま模様（右写真参照）がうっすら分かります。また

木星のまわりをまわっている４つのガリレオ衛星も見

ることができます（たまに衛星が木星本体の後ろにま

わっていて、４つ全部見られないタイミングもありま

す）。土星は倍率３０倍程度の望遠鏡でも環がある

ことが分かります。どちらも見ごたえのある惑星です

ので、機会があればぜひ、望遠鏡でご覧ください。

ペルセウス座流星群が極大

８月のお盆の頃に、ペルセウス座流星群が見られます。流星群とは、毎年決まっ

た時期に夜空のある一点を中心に四方八方に流れ星が流れる現象です。今年は８

月１２日夜遅くから１３日明け方に多くの流れ星が流れそうです。晴れたら、観察して

みましょう。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

７ １７ 金 明け方に月と金星がならぶ

１９ 日 土用の入

明け方の低空に月と水星がならぶ

２１ 火 ●新月（３時）/土星が衝

２２ 水 大暑/水星が西方最大離角

２３ 木 海の日

２４ 金 スポーツの日

２５ 土 月が最近(３６８,４００km)

２７ 月 上弦(２２時)

２９ 水 みずがめ座デルタ流星群が極大のころ

月 日 曜 主な天文現象など

８ ２ 日 月と木星・土星がならぶ

４ 火 ○満月（１時）

７ 金 立秋

９ 日 月が最遠(４０５,６００km)

１０ 月 山の日

１２ 水 下弦(２時)

ペルセウス座流星群が極大（２２時）

１３ 木 金星が西方最大離角

７月２５日夜９時３０分頃の空
（ステラナビゲータ１０で作図）

望遠鏡でとらえた木星
（科学館５０ｃｍ望遠鏡で撮影）

西野 藍子（科学館学芸員）
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